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みんな がんばれ

大いなる可 能性を秘め て

本日、1 月15日は「成人の日」。新た

に成人として門出を迎える皆さ んを祝

う 日となっています。区では今日 の午

後、東京武道館で「成人 の日 の集い」

を 開催、12, 014 人の方々の新たな旅立

ちをお 祝いし ます。このうち6 人の方

に、今後の抱負などをお聞きしました

ので、ご 紹介します。今年 の初日の出( 上、千住新橋) と大谷田公 園の寒紅梅

新たな旅立ち
健
康
で
明
る
く

目
標
を
見
失
わ
ず

「
大
切
な
命

を
と
口
こ
め
て

成
人
受
脊

合

れ
、
人
一
倍
う

れ
し
く
心
っ
て

い
ま
す
」
と
い

専

口
野
秀
樹
さ

ん
は

、3
年
前

バ
イ
ク
で
交
通
事
故
に
あ
い
、

意
識
不
明
の
獸
体
が
I
力
目
迸

く
続
堂
C
た
。こ
の
問
、友
達

が
代
わ
る
代
わ
る
毎
日
の
ぷ
っ

に
見
舞
い
、耳
そ
語
叮
か
け

励
ま
し
て
ぐ
れ
た
そ
う
で
{
焉
　

現
代
秀
男
兄
ぼ
印
刷
会

社
に
勤
務
、待
っ
た
な
し
の
新

即
印
刷
に
従
嗔
y
し
て
い
ま
す
。

貝
?
俔
釖
の
噪
皀
尨
し
に
も

笋
れ
て
き
た
と
の
こ
と
。
命
の

普
簍
忘
れ
ず
回
世
紀
に
向

か
っ
て
健
康
で
明
る
く
、
思
い

や
り
の
あ
る
人
間
に
な
0
た

い

と
、
元
気
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
寄
せ
ア
ぐ
れ
ま
し
た
。

高野秀樹さ ん(
竹の塚四丁目)

加
島
純
子
さ
ん
は
、
原

泉

の
レ
ッ
ス
ン
に
通
っ
て

い
ま

す
。
家
で
の
練
習
夲
汳
め
、
納

髟
の
い
く
表
現
が
で

き
る
ま

で
、
1
0
0回
2
0
0
回
と
同
じ
曲
を

歌
い
込
む
と
い
い
ま
す
。

自
分
の
こ
と
は
責
任
度

尽

て
自
分
で
や
っ
て
行
く
と
、
両

親
に
約
末

。
レ
ッ
ス
ン
料
な
ど

も
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
支
払
っ

て
い
ま
す
。「
何
度
も
や
め
ぷ
つ

と
思
い
ま
レ
た
が
、
私
っ
て
結

嚊
が
ん
こ
な
面
が
あ
る
ん
で

す

。硬

客
か
襾

に
し
た
発
瓦
幺

ナ
に
ほ
、
足
な
?
?
に
し
っ
か

り
歌
え
た
紳
L

さ
ん
弌
獣
卜
か

な
い
'
」
と
の
強

い
皐

愬

、
人

の
む
に
響
く
歌

が
歌

え
る

よ

う
、
毎
日
練
習

岑
続
け
巫

焉

福島純 子さん(
宮城一丁目)

視
野
を
広
く

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に

「人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
夸
八
切
に

し
た
い
`
と
い

う
俵
め
代
絃
さ

ん
は
、
リ
(

ビ

リ
や
機
能
回
呪

を
中

髫
手

る

健
啝
咎

誓
写
ん

で
い
圭
t
y
。

精
神
薄
弱
膏
施
設
で
の
実
習

で
は
、「
そ
の
人
が
回

箪
友

よ

う
と
し
て
い
る
の
か
、
何
気
な

い
態
度
や
仕
草
か
ら
読
み

取

る
に
重
要
枩

蓬
U

ま
し
た

。

今
後
は
、
健
愀
瑶
祉
で
凖
ん
だ

こ
と
尽
E

台
に
、
新
た
に
指
圧

の
勉
強
に
取
り
柤
み
ま
す

。

「
も
う
ち
ょ
っ
と
ぷ
ん
で
い

た
い
と
い
う
の
も
夲
心
で
す
・

と
率
町
に
謡字

酒
代
伎
さ
ん
。

「
で
も
、
成
人
と
し
て
9

只
任

が
あ
る
こ
と
も
、
自
覚
匚
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ね
に
と
、
明

る
く
付
け
加
え
ま
し
た
。 俵清代枝さ ん(

谷在家二丁目)

曄
沢
勇
司
さ

ん
は
、
歯
科
医

師
を
目
指
し
て

い
ま
す

。「
今
ま

で
は
口
分
の
こ

と
だ
け
芍
4

し

い
れ
ば
回
仁
か

な
っ
た
け
ど
、

こ
れ
か
ら
は

、
人
の
冫
こ
や
社

会
の
こ
冫

謳

え
な
け
れ
ば
」

と

、
思
っ
て
い
ま
亢

専
門
分
野
に
唔

り
す
、
視
野

を
広
く
持
ち

、
い
ろ
い
ろ
吸
収

匚
た

い
と
の
こ
と
『
。「医
療
は
地

域
に
根
差
于
も
の

。
予
防
と
情

報
交
換
の
た
め
、氏
師
と
地
域
、

医
療
磯
関
相
嶇
の
不
ッ
ト
ワ
ー

ク
つ

く
り
が
で
き
な
い

も
の

か

、
な
ぐ
と
友
達
と
話
題
に
し

て
い
ま
す
≒

活
気
あ
慝

ド
町
風
情
が
好
き

な
勇
司
さ
ん

、
昨
年
の
花
火
大

会
で
は
、
一
緒
に
見
た
友
人
に

自
慢
で
克

宅

う
で

罵

樺 沢勇司さん(
千住宮元町)

将
来
は
区
内
で

仕
事
を
し
暮
ら
し
た
い

昨
年
、
母
校
で
あ
蜃

牟
十
一

中
学
校
で

、
教
育
実
翼

写
區

レ

葆

袢

祐
子
さ
ん
は
、
保
健

休
弯
の
教
師
を
目
指
し
ま
す

。

。
昨
年
の
秋
、
姉
妹
都
巾
の

ベ
ル
モ
ン
ト
市
と
交
流
し
た

際
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
に
心
募
。

つ
九
の
女
子
高
校
生
を
、一
週

問
に
わ
た
っ
て
鷽
は
t
(
れ
ま
し

た
こ
身
振
ひ
去

宵

を
交
え
一
に

の
交
流
で
し
た

が
、
互
い
に
わ

か
皃
E
え
た
と

思
い
耒
罵

こ

れ
か
乞
4

石

が
あ
れ
ば
、
鰆

ぽ
的
に
牛
か
し

た
い
で
す

。

バ
レ
エ
や
ダ
ン
ス
な
ど
舞
踊

全
般
に
取
ひ
組
み
、
中
で
も
水

泳
が
得
忝
な
祐
子
苓
ヘ
ゼ
き

た
ら
、
生
ま
れ
弯
つ
だ
咀
皀
区

で
教
師
に
な
n
た
い

」と
、
目

標
岑
話
し
て
ぐ
れ
声
にた

。筒井 祐子さん(
弘道二丁目)

辻
武
ウ
芥
さ
ん
は
、
次
乙
で

障
害
児
と
行
き
合
う
と
き
な

ど
、肓
分
か
阿
か
で
き
な
い
た

る
冫
か

」と
懇
っ
て
い
ま
し
た

。

こ
の
思
い
が
き
っ
か
け
で
、
い

ま
児
巣

莅

を
勉
強
し
て
い
ま

す

。「
子
供
が
好

忝
な
ん
で
可

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
障
害
児
の
鬯

話
を

し
た

と

き
、
砂
巾
で

時

問
を

れ

て
し

ま
い
ま
し
た
犬
高
校
時
代
に
は

牛
徒
会
で
呼
び
か
け
て

、
交
通

遺
児
の
た
め
の
街
頭
募
姙

も
行

っ
た
と
の
こ
と
。

「
も
っ
と
勉
強
し
て

、
卒
笑

汝
も
好
忝
な
区
内
で

に
事
に
就

き

、
こ
こ
で

暮
ら
し
た
い
で

す

。
罵
l

萠

じ
、
落
語
啻
条

し
む

、
ユ
ー
モ
ア
感
覚
の
あ
る

武
ウ
岑

さ
ん
の
拘
賃
で
す

。辻武之 介さ ん(
伊興三丁目)

2
0歳
の
責
任
は

ま
ず
〝国
民
年
金
〟

確
か
な
明
日
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト

2
0歳
に
な
る
と
、
成
人
と
し

て
多
く
の
権
利
や
義
務
が
生
じ

ネ

耳

国
民
年
金
に
加
入
す
る
y

に戸
石

、
そ
の
一
つ
で
す
。
ま

た

、
平
成
3

年
4
月
か
ら
、2
0

歳
以
上
の
学
生
の
刀
も
加
入
す

る
こ
と
に
な
り
軣
し
た

。

国
民
年
金
は
、胝
に
老
後
の

蔡
?
暃
支
え
る
だ
け
で
は
あ

n
ま
せ
ん
で
力
が
I

、
障
害
者

ど
な
っ
た
と
孝
や
、
母
子
家
庭

と
な
っ
た
と
忝
な
ど
に
も
支
給

さ
れ
、
牛
店
を
禀

汳

母
る
こ

必

匐
目
的
と
匚
た

制
度
で
子
馬

生
涯
に
わ
た
ひ
確
か
な
里
活

か
で
さ
る
ぷ
つ
に

、
甼
笳

面

は
、2
0
歳
・か
ら
加
人
し
加
入
者

全
貝
が
相
竓
に
協
力
す
る
こ
と

で

、
成
り
ウ
‥つ
て
い
圭
y
y
。

(
国
民
年
金
呷

2
0歳
に
な
っ
た
障
害
者
の
方
は

障
害
基
礎
年
金
の
請
求
を

特
別
児
童
疾
養
手
当
を
受
給

し
て
い
る
方
や
、2
0歳
前
に
初

診
の
あ
る
祠
気
や
ヶ
が
な
ど

で
、日
常
牛
居
に
河
し
く
支
障

が
あ
る
障
害
者
の
方
は
、2
0歳

に
な
る
と

扉
害
駄
礎
年
金
」

が
請
求
で
濮
稾
す
。

た
だ
し
、
障
害
の
程
度
や
宏

人
の
所
得
額
な
ど
に
よ
じ
、
年

金
が
鷽
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ

旦

手

。

申
請
・
問
合
せ
先

中
火
私
町

庁
本
∵
国
民
年
金
課
給
付
係

昔

ふ
8
8
口
5
1
6
5

今
、
輝
く
あ
な
た
に

は
た
ち
の
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

新
た
に
成
人
の
仲
間
人
ひ
を

し
た
皆
さ
ん
。
現
在
、
2

月
8

冂
ま
で
の
ト
カ
月
間
、「
は
た
ち

の
献
皿
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行

っ
て
い
ま
す
。
笨
は

。
年
の
う

ち
で
も
、
輸
血
用
血
液
が
。不
足

卜
傾
呑

に
な
る
時
期
で
重

「
は
た
ち
`
の
記
念
に
、
若

い
あ
な
た
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
情

謦

蒸

直
に
注
い
で
み
ま
せ
ん

か

。ぜ
ひ
、
ご
協
力
く
だ
さ
い

。

{
衛
生
部
}

あだちスポーツ大学
公開講座

シンクロナイズド・スイミング

小谷実可子さんの
体験談

観
衆
を
魅
了
し
尽
天
し
く

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
演
技
は
、

私
た
ち
に
深
い
感
動
を
ひ
凡

て
ぐ
れ
ま
し
た
。
シ
ン
ク
ロ

と
の
出
会
い
か
ら
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
ま
で
、ア
マ
チ
ュ
ア
ス

ポ
ー
ツ
の
素
睛
ら
匚
き

、
人

と
の
出
会
い
な
ど
、
エ
ピ
ソ

ー
ド
豪
7

ふ
に恣

っ
て
い
た

だ
き

ボ
て

日
時
2
月
1
日
(
月
)
、午
　

後
6
時
卸
が
～
8
時
3
0
分

塲
蹐

梅
田
セ
ン
タ
ー
体
育

館
(
エ
ル

ーソ
フ
ィ
ア
内
)

対
象
1
8

歳
以
上
の
区
内
在

住
・
在
勤
の
万

定
員
5
0
0
人
(

先
着
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

直
接
窓
口
ま
た

は
電
話

申
込
・
問
合
せ
先

杰
工

‥

♀

哇
)
・
体
育
振
興
係

昔
(
3
尚
2

了
1

十

仞

水
上
バ
ス
を
使
っ
て

野
鳥
講
座

荒
川
上
乗京
湾
～
隅
田
川

を
水
上
バ
ス
で
巡
り
な
が

ら
、
野
鳥
を
中
心
と
に処
生

態
系
を
学
び
ま
す
。
ま
た
、

銘
西
臨
海
公
園
へ
吁
責

バ

ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
し
ま

す
。

日
時
2
月
7
日
百
)
、
午
　

前
9
時
～
午
後
t
時
3
0
分

講
義

▽
水
辺
の
野
鳥
の
話

▽
河
川
の
生
物
か
主
と
し

た
生
t
某
の
話

対
象

ホ

学
生
以
辷
の
方

(小
学
牛
ほ

保
護
者
同
伴
)

定
員
5
0

人
(

先
着
順
)

費
用

千
円
(

乗
船
料
を
含

む
)

※
促
莨
は
各
自
で

ご
甲
意
ぐ

だ
さ
い
。

申
込
方
法
1
月
1
8
日
(
月
)
　

午
前
&
時
3
0
分
か
ら
電
話
　

で
受

け
付
フ

ヂ

申
込
・
問
合
せ
先

水
と
縁

の
公
社
・
環
境
保
全
課

啻
(
3
肖
8
)
Q
T
2
6
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福

祉

(
親
)
医
療
証
は

1
月
1
日
切
り

替
わ
り
ま
し
た

ひ
と
り
親
家

庭
医
療
費
助
成

と
は

、
保
険
診
原
に
ぷ
Q

目
己

負

担
額
を
助
成
す
る
制
度
で

す

。
租

陵
覃

提
出
い
た
方
に
1

月
1
日
か
ら
劭
帛
す
る

新
し

い
暦

唇

証
(

畆
i

巴
)
を
選

忖
に
ま
し
た

。
届
い
て
い

な
い

方
は
連
絡
じ
て

く
″
吉

い

。

ま
た
、
こ
の

申
讀
を
し
て
い

な
い
方
は
お
問
い
向
わ

せ
く
だ

さ
い

。

助
成
が
鷽
け
ら
れ
る
方
　
区
内

に
住
所
が
あ
り
。昏
徐
険

の
加
入
者
刄
″
{
に
鏡
子

る
児
璽
(
1
8
綫
に
な
っ
た
年

の
年
厦
末
ま
刄

禧
当

。2
0蔵

末
満
で
中

度
以
恚
の
陣
害
の

菷

吊

豪
蚕

含
む
)

と

、
そ

の
邵

蔘

″疊

膏
じ
て

い
る
ひ

と
り
親
家
庭
の

方

帛
刄

制

呎
ゐ
り

、
表
1
参
照
)

▽

父
母
が
隧
婚

▽
父
ま
{
ほ

借

扼

瑕

生
死
不
『

重

度
障
害

、
法
令
に
よ
り
F
年

以
よ
橸

百

れ
て
い
る

▽

父
ま

た
は
母
に
1
年
以
ぶ
邇

乗
謇
れ
て
い
る

▽
父
が
い

な
い
(
母
が
婚
姻
に
よ
ら
す

懷
肭
し
た
児
窶
7
父

に
認
知

穴
れ
て
い

な
い

。)

助

成
対
象
外
の
方

▽
隻

葆

護
受

稻
者

▽
心
身
障
害
者

医
療
睚
の
受
給
者

▽
所
得

か
制
限
額
以
卜
で

あ
る

▽

児
童
福

但
施
設
等
に
入
所
中

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
戸
籍

謄
朮
(
L

刀
月
以
内
蕀
竹
の

も
の

、
申
請
者
・
児
菫
)
1

通

▽
呟

秀
謳

証
(

申
請

者
・
児
璽
)

▽
印
か
ん

▽

身
体
障
害
者
吏
暇
、
愛
の
手

帳

▽
平
成
ま
T

月
2
日

以
降
だ
立
区
に
転
入
し
た
方

は

、
前
住
所
地

茜
以
珱

成
4

年
慶
所
賜
証
明
魯
(
児

蓖

扶
賃
手
当

用
)
L
龕

▽
児

童
扶
養
手
当
受

給
者
は

児

童
扶
畏
手
当
証

勝
、
霞

葆

険
証
、
印
か
ん

申
請
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千

住
)
・
邵
墨

酸

相
当

表1　 ひとり親家庭医療費助成所得制限額

所得から控除される額
・社会保険 料相当額… … … … … … … … … … 80, 000 円
( 必 ず控除できます)

・障害者控除 … … …… … … … … … … … … 270, 000 円
・特別障 害者控除 … …… … … … … … … … 350, 000 円
・寡婦( 夫) 控除 …… … … … … … … … … 270, 000 円
・寡婦( 特別) 控除 …… … … … … … … … 350, 000 円
・老年者控除 … … …… … … … … … … … … 500, 000 円
・勤労学生控除 … … …… … … … … … … … 270, 000 円
・配偶者特別控除、医療費控除、雑損控除
小規模企業共済等掛金控除… … … … … …相当額

心
身
障
害
者
(
児
)

の
巡
回
相
談

心
身
に
障
害
q
i

芳

奮
刃

象
に
無
料
相
談
鷽
付
い
求
罵

補
装
具

、
腮
恥
硲
こ
の
相
談

咳

こ
の
哭

笳

ご
利
用
ぐ
だ

さ
い

。
な
覗

埀

冢

苻
の
相

談
は
各
福
祉
事
務
所
(

表
2
)

で
哦

戀
け
っ
て
い
ホ

す
。

日
時
7

月
2
4
日
(
水
)
、
午
後
L

時
」t
蒔
(

鷽
可
は
午
後
3

時
ま
で
)

鳩
所

竹
の
塚

障
害
福
祉
館
(

旧
心
身
障
晋

福
祉
セ
ン
タ

ー
)

定
員

川
人
(
先

菁
臙

申
込
方
法

叢
話
ま

応
呀

猫

福
祉
事
務
所
の

窓
口
で
予

約

手
苻
期
間

卜
凧

菅
T
7

月
I

白
(

土
・
日
は
除
く
)

申
込
・
問
合
せ
先

管
耐
の
福

祉
串
務
所
障
害
者
援
護
係

※
当
ぼ

、
車
で
の

釆
褥
ほ

、
で

霤

廝

け

ご
温
厚
く
だ
さ
い

。

表2　 福祉事務所一覧

リ
ハ
ビ
リ

出
張
相
談

理
学
療
法
啝

作
粟

療
法
啝

看
護
婦

、
謚

竡
原
法
士

、
ソ

ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
、
リ
(
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
で
袙
談

に
6

じ
豕

す
。

か
ら
だ
の
不
自
由
な
万
に
便

利
な
器
県
の
紹
介
も
し
豕
瓦

お
気
軽
に
ご
冫
气

日
時
7
月
m
筥
困
、
午
後
1

時
廴
轟

錫
町
中
央
本
町
保
呟
裂
誘

W
用

無
料

申
込
方
法

戛
覃
め
ま
{ほ

当
日
直
接
来
所
壑
町

申
込
・
問
合
分
兎

東
部
障
害

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

身
体
障
害
者

プ
ロ
グ
ラ
マ
ー

訓

練

生

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ

マー
・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
等
と
し
て
、

職
巣
的
自
立
奎
晁
W

訓

練
恚

を
募
獨
し
ま
す

。

期
間
4

月
か
ら
1
年
間

場
所

咳
瀬
障
鬻
瞿
笳
窶

定
員

叉

応
募
資
格

区
内
在
住
刄

身

体
障
魯
耆
于
蝪
忝
痔
つ
て
い

る
凅
爺
ぐ
ら
い
ま
で
の
万

選
考
方
法

濔

議

験
、
面
接

申
込
万
法

持
歴

書
一
疉

を
喬

送
申
込

期
限
2

月
1
5
貝

必

看
)

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千

應

・
障
鬻

鏐

課

ま
た
は

、

綾
瀬
障
害
猾

施

設
鬯

笠

ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
シ
ス
テ
ム

〒
望
汞
硬
瀬
L
-
2
6
-
2

(
3
6
0
5
)
6
7
6
2

老人保健法
医療受給者
証を
お持ちの方へ

老
人
保
健
莅
に
岑
i
痕
受

給
者
証
が
、2
月
I
日
か
ら
新
し
く

な
り
ま
す
。

対
象

鑿

毒

ち
の
医
壓

蓊

者
証
の

有
効
期
間

が
、
平
成
5

年
1
月
3
1
日
(
昭
和
6
8
年
1

月
3
1
日
)

の
万

。
対
象
の

方
に
は

、
新

し
い
医
療
受

給

者
証
犖
ん

″下

旬
に
麒
逞
し

事

す
。

間
合
廿
旡

本
庁
舎
(
千
住
)
・

高
齢
者
医
療
係

保
険
と
年
金

お
忘
れ
な
く

国
民
健
康
保
険
料

国
民
健
康
保
険
料
1
月
～
3

月
分
の
納
付
書
を
、1
月
2
1
曰

に
萼
F
}

ま
す

。
今
年
畧

撕
険

料
の
完
慙

楙

と
口
唇

髱
蕾
利

用
の
拑
箒
に
は

、
国
保
だ
よ

り

敷

寔

卩
¥

詈

。

国
民
健
康
保
険
料
の
納
期
限

娃

雪

梁

昜

手

。
吶
偸

仁
れ

の

な
い
ぶ
冫
皿
願
い
し
琢
歹

。

な
爽

便
利
な
口
唇

靨
扇

廓
9

の
叮
汞
瓦

ザ
ひ

こ

如

用
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
万
舎
・

国
民
屬
康
保
険
課
資
格
賦
課

係
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

国
民
年
金
基
金

説
明
会

平
成
3
年
5
月
に
慇
荅
れ

た
「
国
民
年
金
夏
期
序

に

つ
い
て

個
別
に
相
談
奮
冗
け

付
け
豕
す
。(表
3
参
照
)

間
合
せ
先

都
函

律

睿

埀

(
3
3
4
2
)
0
7
5
5

ま
た
は
中
央
本
町
庁
舎
・
国

民
年
金
課
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

表3　 国民年金基金制度の説明会

※ いずれも午前10時～午後4時

ね
ん
き
ん
6
0
歳

説
明
会

年
金
制
度
の
仕
組
み
と
受
給

手
続
に
つ
い
刄
説
明
会
を
行
い
ま
す

。

日
時

卜
月
蒭
刪
・
2
9
刪

、
午

前
1
0
陬
と
午
後
1
時
の
l
回

撮

附

中

央
本
町
i
y

歌
会

議
室

対
象
昭
和
8
年
2
月
2
日
～

同
年
3
月
1
日
生
ま
れ
の

方
※
対
象
者
に
は
通
知
に
¥
チ

。

問
龠
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

飼

昏

器
縢

灑

累

(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

ね
ん
き
ん

出
張
相
談

国

民
年
金
の
仕
鮴
が
や
手
続

責

保
険
料
の
支
払
方
法
な
ど

奩

孝

恵

相
談
に
お
答
石

崖
J

。(表
4

参
照
)
な
あ

。2
6・

召

め

中
川
・
東
禝
瀬
区
民
碁

務
胼
で
の
相
談
は

、
足
立
竍
籥

保
険
事
務
所
の
年
金
狠

習
笂

齡
匐
し
豕
r

問
合
せ
先

中
央
本
町
7
曾
・

眼
讐

狸

逼
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

表4　1 月のねんきん出張相談

※ いずれも午前9時30分～午後4時

健

康

慢
性
肝
炎
講
演
会

「
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン

治
療
の
現
状
に
つ
い
て
」

ウ
ィ
ル
ス
件
肝

炎
の
最
新
冶

輝
の
嚮
報
夲
學

び

、
療
蒙
伍
E

に
役
立
て

乕
し
ょ
う
。

日
時
L

月
2
8貝
木
)、
午
後

眞
I

轟

場
所

宵
年
セ
ン
タ
ー

対
象

慢
麌
肝
炎
安
々

ま
た

は
そ
の
冢
族

跚
師

飯
野
四
郎
氏
(
聖
マ
リ

ア
ン
ナ
医
科
大
政
教
授
)

定
員
1
0
0人
(
先
釁
岨
)

費
用

無
料

申
込
方
法

當
話

申
込
・
間
合
廿
禿

足
立
保
健

所
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

食と健康教室
( 2 日制)

―骨粗しよう症

予防の食生活―

骨
を
器
汐
じ
、
若
々
し
く

過
ご
すひ
け
つ
夲
學
び
F
レ
よ

う
。

日
時
L

既

刊

、2
月
1

日
叺

い
ず
れ
も
午

後
1

時
3
0
分

―

蒔

卯

が

撮

胼

東

和
保
鴟
堽

院

内
容
1

日
目
・・・
カ
ル
シ
ウ
ム

兮

李

に
と

奮

掌

。2
日

目
・・
・
骨
を
艾
夫
に
す
罍

瞿
罰

定
員
2
0

人
(
先
獗
覗
)

賢
用

無
料

申
込
・
問
合
せ
先

東
和
保
健

相
談
所

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

ス
ト
ッ
プ

エ
イ
ズ

「
エ
イ
ズ
つ
刄

ど
ん
な
詞

気
?
ど

う
す

れ
ぱ
予
哢

眞
る

の
I

騒
閥
や
不

安
に
つ
い
て

お
晋

し

ま
す

。

日
時
g

了

貝

色

、
午
後
1

時
卸
分
～
3

時
叩
分

場

笊

青
年
セ
ン

タ
ー

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
の
勇

講
師

武
田
敏
氏
(

千
莱
t
(
学

教
糯

日
本
エ
イ
ズ
教
冐
学

会
長
)

定
員
8
0

人
(
地

顔
)

費
用

無
料

申
込
万
法

電
話

申
込
・
問
合
せ
先

江
北
保
健

相
離

(
3
8
9
6
)
4
0
Q
4

乳
が
ん
体
験
者

交
流
会

乳
が
6

霜

笵

は
誓

ぺ

乖
の

む
ぐ
み
や
し
び

れ
な

ど
の
心
配
冫
G
r

の
n
禾

罵

そ
れ
ぞ
れ
の

体
験
な
戸
尽
語

り

合
い

、励
次
し
台
い
き
‥
)よ
う

。

日
時
k

易

苜
(
金
)
、
午
後

眞
I

轟

澪

千
住
保
鼎

対
象

区
内
在
住
の
乳
が
ん
を

体
験
し
髣

貰

哭
(

先
羅
)

申
込
方
法

電
話

申
込
・
問
合
廿
兎

千
住
保
健

所
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

ホ
ワ
ッ
ト
　イ
ズ
　エ
イ
ズ

W
H
A
T
　
I
S
　
A
I
D
S

〝エ
イ
ズ
っ
て
な
に
〟

エ
イ
ズ
問
題
の
解
沢
に
暎

正
し
い
知
識
に
よ
る
孤
7

仔

勦
が
あ
餮
で
司

日
時
1
月
2
5
日
(
月
)
、午
後

1
時
迴
T

蒔
習

対
象

区
内
在
住
・
在
助
の
万

講
師

柵
川
え
み
子
(
中
央
本

町
保
健
相
談
所
長
)

費
用

無
料

定
員
6
0人
(
先
着
男

申
込
方
法

電
話

申
込
期
限
L

以
″日

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

中

央
本
町
保
健
相
談
所

(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

ご
協
力
く
だ
さ
い

1
月
の
献
血

日
程
は
表
5
の
と
お
り
で

す
。

受
付
時
間

い
ず
り
も
午
前
1
0

時
I
午
後
3
時
3
0分
(
昼

食
・
恷
碍
間
を
啄
ぐ
)

問
合
せ
先

葛
飾
赤
十
字
血

陬
セ
ン
タ
ー
　
(
5
6
8
2
)
2
8
0
1

、本
庁
舎
(千

住
)・
保
四
零
吻
係

表5　1 月の献血

ぜん息の方の

ための
呼吸器病教室

～講演会～

発
炉
を
へ
已

で
尽
男
笙

置
鳫
石
た
め
に
今
回
は
〝薬〟

に
常
節
気
心い
刄
F
¥

チ

。

一
緒
に
匐
捫
ぶ
眷
ん
か
。

日
時
卜
禽
劬
筥
(
金
)
、午
後

7
蒔
～
t
眄

鳩
所

エ
ル

ーソ
フ
ィ
ア

対
象

区
内
在
住
の
呼
吸
器
疾

思
9

呪

牋

人
の
万

内
容

講
贋
会
「
痍
弑
と
卜
手

に
2

葱

右
つ
」

講
師

沖

和
蘂

匹
(
複
十
字

病
院
内
科
医
師
)

定
貫

沺
人
(
{
蓊

順
}

費
用

無
料

申
込
万
法

電
話

申
込
・
問
合
せ
先

大
庁

舎
(
千

住
)
・
公
害
補
倹
係

みんなの健康
足 立 保 健 所　3855- 4151

千 住 保 健 所　3888- 4277
江 北 保 健 相 談 所　3896- 4004
東 和 保 健 相 談 所　3606- 4171

中 央 本 町 保 健 相 談 所　3880- 5351
本庁 舎(千 住)・保 健予防係　3882- 1111 ㈹

教

育

新
入
学
児
童
・
生

徒
の
就
学
通
知
書

4
月

な

り
小
学
校
へ
入
幸
ず

る
§

盂

ん

昭

和
6
1牢
4
月
2

日
I

弱
7

月
L
a

生
)
の

辰
燮
原

溽

は
、
L
月
中
旬
に

保
墮

茣

て
に
畝
篷

泌

チ

。

ま
た
、
中
学
校
へ
入
学
冨
"

参

蛋

ん
{
漑

学
通
知
柵
ほ

、
L

月
下
旬
に
在
籍
の
小
学
校
か

負
9

洫
石
膏

釋
¥

お

届
け

し
手

。

な
お

、
家
苓

り
事
情

心

芋

さ
ん
の

身
体
的
理
由
等
に
よ

り

。
指
足
校
以
外
の

学
校
へ
お

栄

兄

幸
(
誉

篠

だ
い
と
S

老
遲

の
場
今
q
L

月
中
に
就

憖
堋
i

昴
痔
参
の

冫
凡
、
学

事
第
一
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※
区
立
小
、
中
学
校
へ
入
學
を

希
葷

す
る
外
甲
A
で

。
ま
ぶ
(

学
申
請
り

恚
習
晏

し
て
い
な

い
方
は
、
お
i

兄

の
外
国
人

翼

罌

吶

書
(
手
瞋
)

か
痔

恭

し

、
学
事
第
一
係
へ

申
笋
し
て

く
低
き
八
。

問
合
せ
先

本
斤
由
(
千
住
)
・

学
事
第
一
係

上
総
湊
健
康
学
園

入
園
説
明
会

平
成
5

年
度
4
月
か
ら
り
{

園
泌

戞
簒
霆
椚
爺
7

。
櫛
口

は
、
ビ
デ
オ
等
で

恣
四
で
の

王

活
に
つ
い
ア
偽
胴

じ
}
チ

。

日
時
1

月
3
0日
(
土
)
、
午
後
1

時
か
ら

涓
所

教
育
セ
ン
タ
ー

対
象
現
汪
小
学
校
2
～
5
年

生
で

、f
ん

昜

肥
『

偏

食

、
虚
弱
な
ど
の
虍
童
と
そ

の
保
護
者

問
合
せ
先

本
斤
舎
(
千
庄
)
・

校
外
学
園
係

学
童
保
育
室

入
室
児
童

4
月
か
ら
り
(

穹
覆
審
覃

募

集
中
で
す

。

入
室
で
き
i
咒
重
4

月
に
小

学
L
A

星

に
な
吊
廬

申
込
方
法

希
望
艮
葆
齊
Ξ

へ
申
請
書
、
家
陬
葛
家
、

勤
務
証
明
礬

罌

し
ア
く

な
ごい
。用
祗
は
蝨
霄
室

に
あ
り
手

申
込
期
限
1

月汨
口

問
合
せ
先

中
央
本
皿
万
舎
・

学
奮
莖
尿
　
(
3
8
8
0
)
5
1
8
1

、
桐
導
相
談

係
　
(
3
8
8
0
)
5
1
9
9

教
育
相
談

学
校
に
行
く
の
温

掫
S

、

舌

葉
が
遅
い

、

落
ち
着
き
が
な
い
な
采
罵
无
兄
の
教
育
上

の
蜒
み
に
つ
い
刄

専
門
の
相

誥
貝
が
問
題
の
解
択
に
あ
た
り

ホ

罵

面
接
に
よ
る
相
談

区
内
Q
y
刀

所
で
行
つ
て
い
求
罵

▽
教
育
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

▽
峻
瀬

分
室
(
綾
瀬

ブ
ル
ミ

エ
)

(
3
6
3
8
)
3
5
8
8

▽
睚
屓
分

室
(
北
鳫
浜
小
内
)

(
3
8
5
6
)
7
7
3
5

受
付
日
時

毎
週
月
曜
日
L
金

曜
日

、
午
前
1

時
～
午
後
5

時
申
込
万
法

電
話
予
約

一

話
に
よ
る
相
談

▽
教
育
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
4
)
7
8
6
7

受
付
日
時
毎
濤
月
曜
日
卜
金

曜
日
、午
前
9
時
～
午
曚
ひ

時
(
最
終
営
紅

裙

後
4
時

釦
忿

く
わ
し
く
は

、
教
育
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

へ
。

募

集

学
童
保
育
室

臨
時
職
員

学
童
保
育
室
で
指
瀟
繭
の
楠

蓼
F
そ
い
た
だ
け
る
芳
多
雰

笋
k
手

。

動
務
地

花
畑
第
一
幸
畜
屎

育

室
(

芹
畑
1
-

同

芹
畑

第

一
小
内
)
、大
谷
田
堡

再

裂

室
(

中
川
4
L

侃

大
谷
田

小
内
)
の
い
ず
れ
か

勤
務
時
間
正
午
～
午
泌
耳
蒔

(
変
更
も
ゐ
り
ま

す
)

募
果
人
員

若
干
名

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
i学
薑
保育
係

(
3
8
8
0
)
5
1
8
1

足
立
区
職
員

(
臨
床
検
査
)

応
募
資
格
臨
床
検
査
の
免
許

を
″
じ
(
平
脣
譱
暃
ま
で

に
取
得
見
込
の
方
も
可
)
、

昭
和
2
8
年
1
月
2
尽
瘁
に

筈

假

た
方

勣
務
先

衝
生
試
験
所

選

考
日
7

角
1
4
M
(

日
)

採
用
予
定
年
月
日

平
脣

蹌
4

月
1
月

窿

募
集
人
員

よ

申
込
方
法

贋

蕃
1

通
を
持

参
(

酩
篌
冐
)

申
込
期
間
1
月
1
8
曰
ー
2
9
日

(
当
日
必
着
)

受
付
時
間

午
前
―
蒔
I

午
後
i

時
(
土

、R
ほ
除
く
)

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千

庄
)
・
人
事

係

〒
1
2
0千
庄

―
-
4
-

旧

次は ボクの番だ よ

お

知

ら

せ

水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た

次
の
均

斌
9

爲

化
が
可
能

に
な
り
声

処

。

y
あ

籾
塚
に
お

庄
ま
い
の
万

に
曠
3

年
以
内
に
水
原
化
エ

警

を
し
て
い
た
だ
き
求
す

。

水
洗
化
可

能
地
域
お
よ
び
供
用

開
始
年
月
日

麦
1
9

お

り

問
合
せ
先

下
l

一
馬
小
雪

分

窒

(
5
6
8
0
)
6
3
3
1

な
芻

、
水
洗
化
工
事
の

融
賢

あ
っ
仲
ん

愬

笳

あ
9

豕
ゐ

で

、
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
7

舎
・

計
画
驛
笳
罷

辰

係

(
3
8
8
0
)
5
2
0
8

表6　 水洗化可 能地 域

ポ
ラ
ン
テ
イ
ア
ヘ
の

ワ
ン
ス
テ
ッ
プ

□
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

日
時
2

月
1
・
8・
1
5・
2
0・2
3

・
2
5・
2
6日

対
象

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

関
心
の
I
Q
万

定
員
邨
(
(
巻
甄
順
)

ス
ク
ー
ル
の
冫
9

智
ぼ

愚
豐
茫
な
り
i
y
。

□
ボ
ラン
テ
ィ
ア
講
演
会

日
時

乙

以
曾
(

土
)
、
午
後
1

時
曹
T

甑

芬

対
象

区
内
在
庄
・
在
勤
・
在

学
の

万

贏

哭
(

先
霾
)

―

い
ず

れ
も
―

二
璢

青
年
セ
ン
タ
ー

一

用

無
料

申
沁
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
庄

所

、
氏
名

、
電
話
番
气

年

齢

、
性
別

、
職
業
(
学
校
名
)

と
ス
ク
ー
ル

ま
応
啄
講
演
会

り

堂
嗇

互

明
記

申
込
・
間
合
廿
兎

酉
綾
瀬
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

〒
望

覦

蓆
t
l
?
6

(
3
8
8
0
)
8
3
5
6

公
示
中
で
す

舎
人
・
入
谷
地
区
の

住
居
表
示
(
案
)

区
で
ほ

、
私
た
ち
の
日

常
生

活
に

便
利

な
町
に
な
る
よ
う

に

、
住
居
表
示
を
羣
め
て
い
ま

す

。
今
回

、
次
の
地
区
に
つ
い

て
8
月
実
屬
予

足
で
準
備
じ
て

い
ホ

歹
。

対
象
擂
』

舎
人
了

四
・
五

丁
自

。
入
谷
町
・
舎
人
町
・

命
人
二
丁
自
(

放
射
H
号
西

側
)
の
一
部

現
在
、
実
埀

簀

片
3

日

ま
刄

皋

呎

手

。
公
示
後

、

区
議
会
の
躡
沢
に
よ
n
決
定
し

崖
J

。
な
覡

λ
似
を
片
ま
で

区
忿
胼
の
腕
章
膏
薤
短
調
査

負
が
お
う
か
が
い
し
た
際
に

咳
ご
協
力
套
蘋
い
冢
罵

問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舍
・

住
侵
石
猖

男

(
3
8
8
0
)
5
0
3
1

みんなの公園です
迷 惑やめて! !

◎ 家庭のゴミ を捨てな丁
いでください。

◎ 犬、猫の放し飼いを
しないでく ださい。

◎ 犬、猫のふんは飼い

主が責任をもって始
末をしてく ださい。

◎ 砂場で遊んだら。手
を必ず洗いましよう

。

= 公園課=

4
月
か
ら
の
利
用
者
募
集

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
(
表
7
)

で

は
、
ね

な
き
り
や
虚

劈

湍

齢
者
茫

屎

で

釁
か

に
充
富
じ

た
摩
居

を

続
け
る
y

と

が
で
き
る
よ

う
、
専
門

的
な
指
導
や

ひ

サ
ー
ビ
ス

鷽

竹
つ
て
い
ま
す
。

募
果
事
業

デ
ィ
ホ
ー
ム

、

懲

罰

鈿

、
包
7

鳬
啄

う
)

枇
高

齢
者
ア
イ
ホ
ー

ム
利
用
期
間
・
対
象
・
定
員
・

費
用

表
き
り
と
お
り

申
込
方
法

直
接
悪
口

申
込
期
限

胃
W

※
な
覗

入
唔
サ
ー
ビ
ス

、

短
・
中
期
間
入
所
(
痴
呆
性

高
齢
耆
1
6
)

曠

随
時

募
集
し
て
い
求
罵

申
込
・
問
侖
せ
先

本
庁
舎
(

千
住
)
・
高
齢
者
侈

猟

表7　 高齢者在宅サービスセンター※ 管轄地域については
お 問 い合 わせく ださ
い 。ただし、痴呆性高
齢者 ディ ホー ム 事集
は 、国道4 号線の東側
を「さの」、西側を「扇 」
が担当します。

表8　 高齢者在宅サービ スセンター利用 募集事業

掲
示
板

□
都
立
足
立
高
等
職
業
技
術

専
門
校
4
月
入
校
生
募
集

対
象

①
推
せ
ん
入
校
・・・
3

月
中
学
校
卒
業
{
芳

②

一
般
の
万

専
業
科
目
・
人
員

▽
屋
間

部

電
気
工
事
・
電
子
エ

学
・・
画

匆
人

、
自
助
車
整

備
・
木
工
・
塗
装
・・
衣
角

大

、
紐

埋
・
ト
レ
ー
ス
…

政

火

▽
夜
間
部

自

勣
罘
箔
爾
・
電
気
工
事
・

経
理
・
ト
レ

ー
ス
・
木
工

・・
・
刄
洳

人

募
集
期
間
1

月
7

日
1
2
9

申
込
・
問
龠
抄
兎

足
2

高

等
職
業
技
術
専
門
校

(
3
6
U
5
)
6
1
4
6

□
私
立
高
校
等
特
別
奨
学
金

追
加
募
集

私

立
の
全

日
制
高
校
・

盲
・
る
つ
・
薺
謖
学
校
高
等

部
・
高
専
(
1
ー
3
年
)
お
よ

び

専
修
学
校
高
等
課
程
の
在

崖

の
保
蠻

で

、
裘
4

手
5

月
1
a

現
在
鄙
内
に
居

庄
し

、4
年
密

旨

猊

年
額

が
一
器

回

下
の
万
が
対
象

で
T

交
付
額
m

臂
T

千
円

、
ま

爬
Q

去

づ
早
円
(

ぼ
禺

耜
額

乍

蚕

申
哢
先
・
期
限

ふ

娶

書
顛

等
ぐ
わ
し
ぐ
は

、
都
・
学
事

第
一
課
　
(
5
3
2
0
)

7
7
7
0
へ
。

□
ニ
セ
税
務
署
員
に
ご
注
意

く
だ
さ
い

税
務
薯
関
堡

覃

曩

っ
て

智

覃

眼
愿
T

暴

件
が
区

内
で

螽

口

て
い
求
y

。
不

霽
に
思
っ
た
ら

、
足
屁
税
務

署

昔
(
5
6
1
6
)
2
7
2
2

、
酉
新
井
税
務
署
　
　

(
3
8
4
0
)
1
1
1
1

ヘ

お
問
い
妾

脊

く
だ
さ
い

。

ひ
ろ

ば

※
先

着
順
で

、1

団

体
I

事
集

、3

カ
月

間
再

掲
載
不
可

。

投
稿

先
…

広

報
課

=
催
し
物
=

☆
第
4
回

早
龠
で
教
室

『
無
気
力
・
乕
感
助
の
孑
と

も
た
ち
の
多
い
の
は
'
E・
』

1
月
2
9
日
(
金
)
、
午
前
1
0

時
1
1
1
町
叩
分
/
エ
ル

ーソ

フ
ィ
ア
/

無
料
/
倫
理
研
究

所
中
村
　
(
3
8
8
9
)
8
6
0
9

☆
足
立
・
子
ど
も
・
福
祉
フ

ォ
ー
ラ
ム

蔀
佩

聚
に
な

蜀

す
の
し
嚢

替

等

豕
2

月
託
日
(
土
)
、
午
後
」
哢
A

時
/
エ
ル

ーソ

フ

ィ

ア
/

う
め
だ
・
あ
吁

硬

心
学

園
　
(
3
8
1
8
)
1
1
9
C

見直しています

ハンコ行政

「印
家
君
罸
た
た
め
、

甲
請
・
届
出
が
で
き
な
く
て

困
っ
て
し
ま
っ
た
」―
こ

冫

姙

区
民
の

雅

兄

の

戸
S
I

ズ
じ
て

、
区
で
は
皆

戈
ん
か
ら
鳧
出
し
て
い
た
だ

く
申
講
一

等
の

「
押
印

に

つ
い
刄

見
區
」
忝
仔
っ
て

い
家
す
。

住
区
セ
ン
タ
ー
の
硯

莉

用
雲

誓

、
区
民
晨
園
利
用

申
讀
喬
丿

糎
麓

出
亊
嘔
こ

牙

岩

睾

請
・
届
出
手
続
き

か
ら
。
押
印
刄
麑
冉
¥
C

だ
。こ

れ
公

気

よ
り
多

く

の
申
臍
I
辱
か
瓦
煙

緊

奠

止

し
、
サ

ー
ビ
ス

向
卜
苳
図

る
た
嶝

今
年
4

月
脅

樶

に
見

直
し
を
進
め
て
い

ま

す

。
く
わ
し
く
は

本
庁
舎
(
千

住
)
・
企
画
課
　
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹
へ
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職員研修所公開講座
「あだち自治体大学」

～この路地、とおり 抜けられます= 未来へ= ～

「あだち自 治体大 学」は、区
民 の方 と区職 員がとも に、自治
について 考え る講座 です。
日時・ 内容 下表のとお り
定員50 人 程度( 抽選)
費用 無料

申込方法 電話
申 込期限1 月25 日
場所・申込・問合 せ先 足立区
職員研修所( 綾瀬2- 30- 6) 　　　　　

S3602- 8841

※ 時間はいずれも、午後6 時30分～8時30分

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
希
望
し
て
い
ま
す

東
南
ア
ジ
ア
の
研
修
生

海
外
技
術
者
研
修
協
会
里
示

研
修
セ
ン
タ
ー
の
研
修
生
か
区

内
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験

し

、日
杰

畄

底
・
文
化
に
触
れ

る
こ
温

気
碯
U

て
い
康
司
　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
体
験
は
、
皆

兄

の
理
解
と
協
力
が
必
要
で

す

。
ザ
び

、
ご
に
募
く
だ
さ
い

。

対
象

区
内
在
住
の
方
で

、
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
、
研
修
生
の

客
χ

れ
が
可
剪
劣

日
時
2

月
6
日
、
午
後
L
時

か
ら
7

日
の
午
前
ま
で

王
・
日
L
泊
2
日
)

受
け
入
れ
人
数

卜
冢
庭
人

研
修
生

マ
タ
イ
国
籍・
:
1
8人

程
度

マ
中
国
国
籍
…
3
3人

程
度
▽
年
齢
…
2
0
～
3
0
歳
　

代

▽一言
葉
…
日
本
語
・
英

語
が
多
少
可

申
込
方
法

直
接
窓
口
笑
は

器
申
込
期
限
1

月
2
2日

申
込
・
問
合
せ
先

国
際
親
善

協
会

{
`
(
3
a
2
)
6
2
9
7

THE腀FLOWER腀ARRANGEMENT腀AND腀
TEA腀CEREMONY腀FOR腀NON- J APANESE

We腀ar e腀of f er i ng腀cl asses腀i n腀t he腀t r adi t i onal 腀
J apanese腀t ea腀cer emony腀and腀f l ower ar r angi ng腀
f or non- J apanese腀peopl e腀resi di ng腀and腀wor ki ng腀
i n腀Adachi - ku.
Cl asses腀wi l l 腀be腀conduct ed腀i n腀bot h腀J apanese腀
and腀Engl i sh.
Take腀advant age腀of 腀t hi s腀gr eat 腀oppor t uni t y!
Dat e: J anuar y腀29腀( Fr i day) 199! i �

Febr uar y腀5腀and腀12, ( Fr i day)
Ti me: Tea- - 1: 0( ) p. m. 腠: i : 00p. m.

FI ower - - 3: 00p. m. 腜4: 00p. m.
Pf ace: Umedacent er . 4F( i nL. Sophi a)

The腀cent er腀i s腀t wo腀mi nut es
wal k腀f r om腀Umej i ma腀st at i on腀on
t he腀Tobu腀Li ne.

Admi ssi on: f r ee
The腀dead腀l i ne腀f or腀appl i cat i ons:

J anuar y. 20( Wednesday)
膦 The腀f i r st 腀15腀per sons腀wi l l 腀be腀admi t t ed.
Event 腀sponser s腀and腀Cont act : A. I F. A
Adachi - ku腀I nt er nat i onal

Fr i endshi p腀Associ at i on
Tel ephone; 3H82- 6297

迮 闱 荒 腛 荩 腛

邢 金 苆 遬 賻( 4 鑎12 貎1 鏺 費 距)
邢 金腀255, 896
遬 賻腀646, 820 遬

鉪腀328, 908 遬
辗腀317, 912 遬

醫鞧详荘荼腛荣蹷鎱裵靻邬赵轋觯

郪雥览雚腵荧莉莓荼莊莓腶
腵醫鞧详荘荼腛荣蹷鎱軒邧鍸腶苉諮
苃芫腂荘荼腛荣蹷鎱軒苌躑躿腁蹷鎱韍
苌購迣苰雚鍉苉赵轋觯(郪雥览雚)苰
跃芵苜芷腂
苈芨腁花苌郪雥览雚苆闊苉詊跃芷
苩腵认鋊览雚腶苌躎貱苉趇詩芵芽闻苰
腵醫鞧详賶鑆荘荼腛荣蹷鎱裵腶苆芵
苄鑆鋨腅鍯類芵苜芷腂
鏺躞腅迪辊腅鏠靥 覺镜苌苆芨苨

野进 隞20跎 裈迣苅腁荘荼 腛荣蹷鎱
苰 赳苁苄芢 苩闻芨苦苑蹷 鎱軒苰雚

蹷 芷闻
鋨裵30 遬( 銊酉)
铯靰 隳鞿( 讳跞铯苍軀铯閉鉓)

遜趞闻 陀 覝閜荮荋荌苉 荘荼腛荣蹷
鎱裵 靻邬赵轋觯腵郪雥 览雚腅荧莉莓
荼莊莓 腶腁轚辊腁躁 隼( 荴莊荋荩) 腁
鑎韮 腁邫 闊腁鍤 顢铔趆腁辊醮鉣里苰

难譌
遜 趞諺賀
2 貎1 鏺镋銅

遜 趞腅離趇芹郦
里裧讦觯

膧120 郧轚1腀- 4- 18

H3882- 1111 螌

膦 荧莉莓荼莊莓閁譹蹷鎱裵( 1軭腅2軭) 苍腁1) 腠8) 苌赵轋览雚苰集辜芷苩花苆芩苅芫苜芷腂

釦20觱醫鞧详銆詷邶諂讫闛酓荼荘荞腛鍗
釦1 觱醫鞧详邅苆韎苌車遞鍗

諂讫 離釨 苖苌 論 道 芪趂 苜苩 苈 芩
苅腁趡觱苠醽芭苌銆詷邶芪腵諂讫 闛酓
荼荘荞 腛荒莓荎腛莋腶苖跬镩苰覞 闥
芵 苄芭苪苜芵 芽腂芻苌鏼远跬镩苰 鍗
躦芵 苜芷腂
芠 苭芹苄腁腵邅苆韎 苌車 遞荒莓 荎腛
莋腶 苌覞闥跬镩 苠芲鞗芭芾芳芢腂

鏺躞1貎22鏺腠28鏺( 26鏺苍譸諙腀
鏺) 腁賟酏10躞腠賟賣6躞( 跅轉鏺腀
苍腁賟賣4 躞 苜苅)

迪辊 邼遖裤详隯 荍莃莉莊腛( 邼遖
裤荔 荥荂4 詋)

離趇 芹郦 邅 苆韎 苌賶軐
153838- 8126

公
害
の
部
最
優
秀
作
品

蹒陻靉蹱芳英( 赝陫銆)

緑
化
の
部
最
優
秀
作
品

陻鍣 譍遍芳英( 釦裪銆)

花花苫 苉苌花 苩莏莓 荖莇荢荧

釦7 觱醫鞧详諏賵車遞荒莓荎腛莋

覞闥鋷苟郘苨 芹苜苩

野进 荁荽荠 莅荁苌闻
釨跞 详鏠苌賶认蹻郝腁隼辊腁讌郕腁
閶覻裢蹙腁鍠鎝赳躖腁觍郬腁銬闀苝
苈苇

譋詩 荊莉腛荶莊莓荧蹬苂郘苨 苉賀
苩( 莏荃荨蹬苂郘苨苍辜芭)

覞闥闻陀 覞闥靰躆苉譌鏼苌芤 芦腁
銼郚躝蹑苜芽苍靘醗

覞闥郦 醫鞧详諏賵讦觯躖隱诇
(膧120 銆覛陻銬1- 17- 1 銆
覛陻銬銡軉腅蹙识違讻觛鏠) 腁苜芽
苍详鏠車遞辤识讦鎯酧趇见隿鍘

覞闥諺賀2 貎1 鏺迁裳靌賸
膦 覞闥靰躆苍腁諏賵讦觯躖隱诇腁詥详
隯 躖隱辊腁详鏠苌軥苈荊莁莉鍘苉 芠
苨 苜芷腂
離 趇芹郦 醫鞧详諏賵讦觯

Q3880- 5191

荘荌腛讣譚釥觯
( 釦45觱详隯里裧釥觯)

鏺躞2 貎7 鏺(鏺)腁賟 酏9 躞芩苧( 費
鉮 轗趇)

迪辊 遖誃貧 郳詌荘荌腛迪
軭雚 觱鍝讣譚( 2 陻趇豶荞荃莀)
蹑 见躑詩 详鏠距轚腅距诎 腅距詷 苌
闻腁芨 苦苑荘荌腛讦觯苉辊醮 芷苩
闻

蹑 见铯D 趂赚邶裈迣腣 2, 000襾
芵)銆 詷邶腣 1, 000襾( 芽 芾芵 腁賰鋊
铯腁 轨钑铯苍躩賈閉鉓)

遜 趞闻陀 釥觯鎖 鏺腁銼郚觯迪苖
離趇 芹郦 详 荘荌腛讦觯 陸鏠遍躡

鍯3882- 7789

郂鑎荚莓荞腛苌跃芵
腅 荵 莋腛莀荻腛莋里貱赵跀
( 襞鎮豃苅赳芤荁荃荘荺 荢荐腛)
辉道軒里貱赵跀苰赳芢苜芷腂

鏺躞3貎3腅15腅31鏺( 酓3觱) 腀
芢芸苪苠腁賟賣7躞30閪腠9躞
迪辊 賣詹覀荁荃荘荰莌荘
野进 趂赚邶裈迣苌郂鑎鉪 辗
鋨裵30 遬( 銊酉)
铯靰50 腫腬襾( 闛貯鞿)
遜 趞闻陀 覝閜荮荋荌苉轚辊腁躁隼腁
鑎韮腁鍤 顢铔趆腁荵 莋腛莀荻 腛莋里
貱 諳陝 苆难譌

遜 趞諺賀2 貎14鏺迁裳靌賸
腅 釦8 觱 蹱裧苄讳躺
辬钞 苋英苇苰 跬苩
芨 闪芳英芪靣躙苌芽苟苉跬 苁苄靖
苔腁 苋英苇苢莊莓荏苉銧郭苅芷腂
鏺躞1貎27鏺骣腁賟酏10躞腠邳賟
鋨裵20 遬( 郦銅辇)
铯靰400 襾( 跞鞿铯)
遜 趞闻陀1 貎19鏺螌腁賟酏9 躞 芩
苧鍤 顢苅裪 遬芸苂軳芯镴芯苜芷
膦 芨 蹱芳英苌闛裧苰赳芢苜芷腂芨離

芢趇苭芹芭芾芳芢腂
腅 諂讫讳裧荚 荾荩腛
苟芴 芹荇荒 莊腛荟 腛
隢鞈邢釣苌邶芫苩負 鞘苌芽苟苉
靬 腘苈離釨鍟苰 闸芦苄芢 苩鉮讅苌

諂讫苉 野芵苄腁芢 苜軡芢邢 釣芪覽苰
苈芷苘芫苈苌 芩腁蹑见豞苌詷轋闻陀
苰鞘靰芵苄里貱鍉 苉詷苑腂花苪芩苧
苌誈鎮苌芽苟苌荬 荢荧莏 腛荎苃芭苨
苰赳芢 苜芷腂
鏺躞 腲1 貎27 鏺腂2貎3 腅10腅17鏺腁
3貎3腅10鏺腣賟賣7躞腠9躞腀
C>2貎14腅28鏺腣賟酏10躞腠賟賣腀
5 躞( 酓8 鏺)

鏠靥 饱諂讫苰赬芦 赳鎮芷苩芽苟苉
芶>鎌讞苌邅苰赬芦 苩 芵腲邅苆遈苗
閨 芶>蹱苇苠苌 靖苑苆諂讫C 腲荬
荢荧莏 腛荎苃芭苨

鋨裵 郂鑎鉪 辗60遬
铯靰 隳鞿( 跞鞿 铯苍軀 铯)
遜趞闻陀 鍤顢( 郦 銅辇)

- 芢芸苪苠裪
迪辊腅遜趞腅離趇芹郦 郂鑎荚莓荞腛
膧123 邼遖*1- 4- 17

顄389( j - 0061

里裧蹻郝靌鞿銓軔迪鞿诠苌觼鋨
腵荘荃莀荘荼腛荣荚莓荞腛芤芫芤

芫 諙腶苆腵醍 趇荘荼腛荣荚莓荞腛腶苌
靌鞿銓軔迪苌鞘靰鞿诠 芪腁1 貎1 鏺

芩苧觼 鋨苉苈苨 苜芵 芽腂
鞘靰鞿 诠[ >30 閪裈鏠腣 隳 鞿 芶>30腀
閪苰 銴芦苄30閪苜苅芲苆腣 50襾

膦 i , 3a 腬襾醊鎖苌觱 邔貔芪, 1, 000 襾
苅鞘靰苅芫 苩苦芤苉苈苨苜芵 芽腂
離趇 芹郦 陻銡軉( 郧轚) 腅里裧觛

03882- 1111 螌

芷芢芷芢苧英苇袻那
躺鏠荶腛莋芪鞘靰苅芫苜芷

1 貎5 鏺 芩苧

鞘靰 鞿诠D 釥遬 腣 50腫腬襾[ > 銆 詷
邶裈覺腣 200襾

鞘靰躞諔賟酏9躞3{ }閪腠賟賣8躞腀
30閪

膦 覮詏 荁荃荘荘荐 腛荧迪苠 草腛荶莓
銆苅芷腂
離趇 芹郦 芷芢 芷芢苧英苇袻 那

S5616- 2500RECYCLEPAPER
腜遘韑躑貹苰釥郘苉腜

Se. T. 240, 000


